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１． はじめに 
無線通信、IoT の普及に伴いヒトやモノ

がネットワークで繋がり、私たちの生活

は日々便利で快適になっています。一方

で通信量が増大し多様な電磁波が飛び交

うことにより、通信の不具合、機器の誤

作動や故障などが発生するリスクが、医

療分野も含め社会活動全般に増えてきて

います。 
AGC は、これらのリスクを低減するた

めに、独自の「ガラスと樹脂の複合化技

術」と「電磁波制御技術」を用いて、ガ

ラスや樹脂パネルの高い透視性を活かし

つつ、電磁波を適切に制御できるパネル

「WAVETRAP®」を開発しました[1]。 
 
２．WAVETRAP®のタイプ 

WAVETRAP®には機能別に以下の３つ

のタイプの製品があります。 
 
① S（Shielding） 

電磁波を遮蔽・反射する 
② AS（Absorption and Shielding） 

選択的に電磁波を吸収し 
他の電磁波を遮蔽・反射する 

③ ST（Selective Transmission） 
選択的に電磁波を透過し 
他の電磁波を遮蔽・反射する 

 
それぞれのタイプに共通して、次の特

徴があります。 
 

 高透視性 
 電磁波の高遮蔽性 
 薄板化可能 
 大型化可能 
 ガラスでも樹脂でもパネル化可能 
 高耐熱化可能 

 

 
写真１ ＷＡＶＥＴＲＡＰ® Ｓ外観 

 

３．WAVETRAP® S 
ガラスまたはポリカーボネート等の樹

脂の間に金属メッシュを挟んで積層した

パネルです。「日本建築学会環境基準

AIJES-E0003-2017 建築物の現場におけ

る電磁シールド性能測定方法基準・同解

説」による測定では、以下の遮蔽性能と

なっております。 
 

500MHz ：58dB 
1GHz  ：54dB 
2.45GHz ：37dB 
5.2GHz ：35dB 

 
透明性の高い金属メッシュを使用する

ことで、約 70％の高い可視光線透過率が

実現可能です。製品サイズとしては、最

大 1.2 x 3.6m まで製作可能です。 
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 図１ WAVETRAP® S の遮蔽性能測定結果 

４．WAVETRAP® AS 
WAVETRAP® S に特定の周波数の電磁

波を吸収する層を付加したパネルです。

光学的な低反射コート膜同様に 1/4 波長

で位相をずらした反射波で打消し合う仕

組みをベースに、AGC独自の技術により、

従来の電磁波吸収体製品よりも薄いパネ

ルで高い吸収性能を出すことが可能です。 
選択的に吸収する周波数は用途に合わ

せて設計可能で、RFID タグシステム等で

使用する 920MHz やローカル５Ｇ等で使

用する 4.7GHz で実績があります。 
吸収性能は、アーチ法による測定にお

いて、920MHz および 4.7GHz で 16dB で

す。 
可視光線透過率は、WAVETRAP® S よ

りやや低くなり約 50％となります。サイ

ズとしては、最大 1.2 x 2.4m まで製作し

た実績があります。 
 

 
図２ WAVETRAP

® 
AS（ローカル 5G 使用） 

の電磁波吸収性能の測定結果 

 

５．WAVETRAP® ST 
WAVETRAP®ST は AS タイプの設計技

術を応用し、設計周波数の電磁波を選択

的に透過し(AS は吸収)、他の周波数の電

磁波は遮蔽・反射するパネルです。S タ

イプ、AS タイプと異なり、現在節計中の

いわゆるコンセプト製品になります。「携

帯電話や無線 LAN によるデータ通信の

電波を透過しながら、電子回路や電源か

らの有害なノイズは遮断したい用途」等

を想定しております。 
 
 

６．まとめ 
WAVETRAP® は、高い電磁波制御性（遮

蔽・反射・選択吸収・選択透過）と高い

透視性を両立することができ、かつそれ

を薄いパネルで実現することができます。 
医療検査室、手術室、診察室、病室等

の光・空間環境を維持・向上しながら、

医療における通信の安定化、有害なノイ

ズの除去等に貢献することが期待されま

す。 
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